
キーワード

○ＩＣＴを活用した震災救援所等避難所における混雑状況の

　情報を提供する

○ＡＩの活用による就労のマッチングを導入するなど、幅広

　い選択肢を提供していく

○「リアルなつながり」に加え、ＩＣＴを活用した「バーチ

　ャルなつながり」も整備する

○オンラインで行うべき学び、対面で行うべき学びの検討、

　選定

○インターネット配信でのスポーツ（eスポーツを含む）な

　ど、ＩＣＴ活用の促進を図る

○医療や介護の専門職によらない、住民相互のサポートや見

　守り、助けあいの仕組みを構築する

○スポーツチームや塾などのコミュニティと行政がコラボレ

　ーションして、子どもの居場所をつくる

○国・都・他自治体・民間事業者等との連携・協働を有効に

　機能させるための取組を推進する

○隣接自治体と連携して、人の移動、人の流れを作るまちづ

　くりを進める

○観光事業の推進に当たって、近隣区や交流自治体等との連

　携をさらに強化する

○低炭素など環境問題やＳＤＧｓへの貢献ができるまちづくり

　を進める

○ＳＤＧｓが掲げる「一人として置き去りにしない」という精

　神を施策に生かすことが重要。（全分野で共通）また、環境

　については社会や経済の在り方とともに広く考え直す必要が

　ある

○ＳＤＧｓをはじめとしたグローバルな視点やデジタル社会へ

　の移行、新型コロナウイルスによる生活様式の変化など行政

　のあり方そのものが大きく変化しようとしている

＜その他、特定の分野間で相関性の高いキーワード＞

　○生物多様性、グリーンインフラ・グリーンベルト（みどり、環境）

　○人生１００年時代（福祉、医療・健康、学び）

　○居場所（福祉、医療・健康、子ども、文化・スポーツ）

ＳＤＧｓ
環境

行財政運営

まちづくり

○広域連携、自治体間連携、地域循環共生圏の強化

自治体間
連　　携

行財政運営

危機管理

まちづくり

産業

各部会審議における分野横断的なキーワードについて

協　　　 働
コミュニティ

まちづくり

ＩＣＴ

部会で出された主な意見

学び

危機管理

スポーツ

福祉

コミュニティ

○ライフラインを提供する企業との協力体制を構築する

学び

医療・健康

○学校への地域住民の参画・協働のさらなる促進

子ども

調整部会資料－４


